
京都市における食品ロス削減の取組

令和７年２月２０日（木）
京都市 環境政策局 循環型社会推進部 資源循環推進課
担当係長 田中真弓

第７回 オール東京 環境担当者研修会
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市が受け入れているごみ

もの

廃棄物

有価物

家庭系一般廃棄物
（家庭ごみ）

※家庭での日常生活に伴って
生じた廃棄物

事業系廃棄物
（事業ごみ）
※事業活動に伴って
生じた廃棄物

事業系一般廃棄物

産業廃棄物

１．京都市の食品ロスの現状
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燃やすごみ 缶・びん・
ペットボトル

プラス
チック類

雑がみ
（新聞、段ボール
含む）

小型金属・
スプレー缶

大型ごみ

１．京都市の食品ロスの現状

 ６分別、９品目をごみ収集車で収集

令和５年４月～
「プラ製容器包装」に加えて、「プラスチック製品」
を「プラスチック類」として一括回収
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京都市のごみの現状

京都市のごみ量

３７．２万トン／年
市民１人１日当たり ７５７ｇ（政令市で３年連続最少！）

令和４年度 環境省調査

１．京都市の食品ロスの現状
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ごみの組成調査
「家庭ごみ細組成調査」を大学と共同で毎年実施（昭和55年度～）
目的①  ごみの組成の経年変化を把握
目的②  ごみ減量・資源化・適正処理の推進に向けた基礎資料の作成

 実施地域 合計９００世帯を対象

（町屋地区、戸建て地区、中高層地区３００世帯ずつ）

 実施日数 １２～１４日間

 調査対象ごみ    ４区分

（燃やすごみ、缶・びん・ペットボトル、小型金属類、

プラスチック類）

 調査内容 ごみ袋のサンプリング調査、ヒアリング調査

 サンプリング量 おおよそ２トン

 調査項目     物理組成、排出前の使用用途別の細分類（約３００項目）

＜調査方法＞

１．京都市の食品ロスの現状
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京都市のごみの現状

京都市のごみの組成

１．京都市の食品ロスの現状

 

令和４年度の事業ごみ約11万トンの内訳

※ 円グラフ中の各項目の重量は、組成割合とごみ量（約11万トン）
から算出した推計値

※ 円グラフ中の各項目の重量は、組成割合とごみ量（約16万トン）
から算出した推計値

令和5年度の燃やすごみ約16万トンの内訳

食品ロス

8



京都市のごみの現状

京都市の食品ロスの量

・「食品ロス」はごみ量の約１３％
・年間 ５．０万トン（家庭２．２＋事業２．８）
・市民１人１日当たり 約１００ｇ (例) レストラン、スーパー、

コンビニ、ホテル、病院

１．京都市の食品ロスの現状

約90世帯3日分の手つかず食品

（京都市調査） 9



クリーンセンターが受け入れるごみのうち、

調理くずやペットフード等以外の可食品（賞味・消費期限切れを含む）で、

・ 原形を２分の１以上保持しているものを「手付かず食品」

・ それ以外のものを「食べ残し」

「食品ロス」＝「手付かず食品」＋「食べ残し」

京都市の「食品ロス」の定義

※ 野菜や果物の皮を厚くむきすぎたり、取り除きすぎた「過剰除去」も食品ロス

に含める場合があるが、「過剰」の判断が困難なため、本市では「食品ロス」に

含めていない。（「過剰除去」は調理くず）

１．京都市の食品ロスの現状
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出典）令和３年度京都市家庭ごみ細組成調査

② 手付かず食品の賞味・消費期限切れ状況① 食品ロスの食品別内訳

家庭ごみ細組成調査から分かること

１．京都市の食品ロスの現状
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 ごみ量 ８２．０万トン（平成12年度）  ピーク時
      ↓

  ４０．９万トン（令和元年度） 基準年度
↓

  ３７．０万トン（令和１２年度） 目標

本市のごみ量全体の目標

食品ロス排出量 ９．６万トン（平成12年度）
↓
↓

６．１万トン（令和元年度） 基準年度
↓
↓

４．６万トン（令和１２年度） 目標

食品ロス排出量の目標

令和３年 「京都市食品ロス削減推進計画」策定

平成27年 前計画で削減目標を初めて設定

令和元年10月  食品ロス削減推進法 施行

１．京都市の食品ロスの現状
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食品ロス削減月間（１０月）の取組

２．京都市の食品ロス削減の取組

家庭系

広報板などへのポスター掲示 市民しんぶんへの記事掲載

啓発チラシ

クイズキャンペーン

（市内の大学と連携）
フードドライブの実施

ミニレシピブック

（市内の大学と連携）

パネル展示（本庁舎）
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普及啓発の工夫

２．京都市の食品ロス削減の取組

家庭系

・ 親子で楽しく学んでもらえるよう、親しみやすいデザインやクイズを取り入れている。

・ 視覚的に分かりやすい写真や、金額換算した数字などを示している。

啓発チラシより抜粋
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・ 環境政策局の職員が地域に出向いて、ごみ減量への理解と実践を呼びかける

地域学習会を開催。

しまつのこころ楽考（がっこう）

対象
京都市内に在住、通勤・通学する概ね１０人以上のグループ

実施場所
参加者が希望する場所（町内の集会所、公民館など）

学習テーマ
・ 食品ロスを減らそう（紙芝居やカードゲーム）
・ 京都市のごみの現状としまつのこころ条例
・ 身近なことからはじめるごみ減量
・ これは何ごみ？
・ 楽しい！使いキリクッキング など

２．京都市の食品ロス削減の取組

家庭系
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・ 市民、事業者に取り組んでいただきたいこと
・ ごみ量や食品ロス量のデータ
・ 「食べ残しゼロ推進店舗」の検索
・ マンガや動画で学ぶ食品ロス など

・ エコレシピ
・ キャンペーン情報 など

ホームページやインスタグラムでの情報発信

インスタグラム「京都市食べキリ宣言」

ホームページ「京都市食品ロスゼロプロジェクト」

２．京都市の食品ロス削減の取組

家庭系
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大学生が考案！
＼食材の使いキリレシピ／

・ 食品の買い物、保存、調理の各段階での工夫
・ クイズ検定のコンテンツ（大学連携）
・ 食品ロス川柳劇場（大学連携）
・ 食ロス削減診断＆チェック など

ホームページ「食べ物の「もったいない！」を探せ！」

２．京都市の食品ロス削減の取組

家庭系
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＜認定店舗のメリット＞

 市がホームページで取組を紹介！

 ＳＤＧｓの取組をＰＲできる！

 ポスターやステッカーがもらえる！

・ 生ごみ削減に取り組むレストラン、スーパーなどを、京都市が「食べ残しゼロ推進店舗」

として認定。 ※約1,700店舗 （飲食店等1,100店＋スーパー等600店）

京都市食べ残しゼロ推進店舗

レストラン・ホテルの取組例

 皮や芯も使う、ご飯の量を選べるようにする、
 食べ残しの持ち帰りOK など

食品小売店の取組項目（例）

見切り販売、少量パックでの販売 など

２．京都市の食品ロス削減の取組

＜飲食店・宿泊施設版＞  ＜食品小売店版＞ ＜英語版＞

▲ステッカーは３種類

事業系
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お店でいつまで販売するか（販売期限）、お店にいつまで納品できるか（納品期限）は
製造日～賞味期限をおおむね３等分して管理する習慣的なルール（＝いわゆる
３分の１ルール）がある。

２か月を超えると、小売業者
への納品を断られることも。

４か月を超えると、商品を
棚から撤去することも。

食品スーパー等での販売期限延長の取組

２．京都市の食品ロス削減の取組

事業系



 そこで、「３分の１ルール」を緩和することで、食品ロスを減らすため、
スーパーで販売期限を延長して、期限ギリギリまで販売する実験をしたところ、
廃棄数量が減少（31.8％）した。

販売期限を延長

→ 京都市からも取組実施を呼び掛けており、スーパー・百貨店・ドラッグストアなど、
京都市内の約70事業者が、販売期限の延長に取り組んでいる。

２．京都市の食品ロス削減の取組

事業系食品スーパー等での販売期限延長の取組



観光、外食関連の取組 （多言語での発信）

外国人観光客など、食文化の違いなどによる食べ残しが発生することもある。

ホテルの方にお聞きしてみると…、こんな声が。

お肉と一緒に提供する焼き野菜や付け合わせの野菜などが、よく
残されるように感じる。

日本独特の食材（こんにゃくなど）や生魚を敬遠されるお客様は
多い。単純に、量の問題でコース終盤の料理を残される場合も。

日本料理の会席における英語表記が難しい。

２．京都市の食品ロス削減の取組

観光関連
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http://sukkiri-kyoto.com/multilingual

・啓発ポスターの制作
・啓発リーフレット（日・英・中）の制作
・観光案内Webサイトでの紹介

観光、外食関連の取組 （多言語での発信）

翻訳：京都外国語大学
イラスト：市立芸術大学

食材を無駄にしない文化を大切にしていることや、食べ残さないための注文時の
心掛けについて、市内の大学生の翻訳・イラストで、ポスターを制作。

２．京都市の食品ロス削減の取組

観光関連
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大和学園との連携

・ 京都製菓製パン技術専門学校及び商業施設と連携し、府内産野菜を、皮や芯まで
使ったピクルスサンドのレシピを開発（令和４年度）

・ 実習で残った廃棄食材（大根の芯など）の、京都市動物園への寄付

・ 京都調理師専門学校、ホテル観光ブライダル専門学校で、将来、食の分野に携わる
学生の皆さんを対象に、市職員が食品ロスの授業を実施

民間事業者との連携による啓発

２．京都市の食品ロス削減の取組

連携
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㈱Mizkan Holdings（ミツカン）との連携

・家庭から排出される食品ロスの約３割を
占める野菜に着目
・野菜を無駄なくおいしく食べつくす
菜漬け・鍋レシピの紹介やキャンペーンなど
の取組を展開 もったい菜漬け® もったい鍋®

• 「食品ロス削減推進表彰」環境事務次官賞
• 「食品産業もったいない大賞」農林水産省大臣官房長賞

令和５年度 ミツカンが受賞

・小売事業者、JA（全農京都、京都中央）、
専門学校など多様な主体との連携により発展
・同様の取組モデルが、他の地域にも拡大

簡単でおいしい
メニューを提案！

２．京都市の食品ロス削減の取組

※食品ロス削減に関する協定を締結（令和２年8月）
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【連携により生じるメリット（例）】

・ 食品ロスの具体的行動を提案できる。
・ 市民の買い物の場での啓発機会が創出できる。
・ より幅広い関心層にPRが可能になる。
（食品ロス関連のインスタグラムのフォロワー数が増加）

・ 食べ方の提案が可能になる。
・ 野菜の生産拡大につながっている。
 （JA京都中央で「京おくら」の生産が拡大）

京都市

JA

・イベントでの啓発
・商品へのリーフ
レット同封 など

→ 連携主体の主体的な情報発信が進み、幅広い
市民への啓発機会の創出につながっている。

２．京都市の食品ロス削減の取組
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地域・民間イベントへのブース出展

民間事業者との連携による啓発

２．京都市の食品ロス削減の取組

連携

食品スーパーと連携したパネル展示

イズミヤ六地蔵店 様
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「フードバンク」…食品企業などから、販売できなくなった食品（規格外、包装の印字
ミスなど）の寄付を受けて、必要としている方や福祉施設などに
無償で提供する取組のこと。

その他フードバンクの取組支援

２．京都市の食品ロス削減の取組
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フードバンクの取組支援

① フードバンク団体の支援
市内で活動するフードバンク団体に対して助成金を交付

② フードドライブ情報の発信
市内の食品寄付の受付場所（食品スーパーなど約30か所）
をホームページ上で紹介

③ フードドライブの実施
令和６年１０月の１か月間、区役所・支所の「エコまちステーショ
ン」や市役所本庁舎で、ご家庭からの食品寄付を受付。
（計1,000kg以上）

その他

２．京都市の食品ロス削減の取組
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